
　
　
　
第
六
谷
　
　
嚢
　
　
　
報

バ
イ
カ
ル
ア
ム
ル
沿
海
州
等
に
於
て
は
西
部
の
如
く
自
然
的
匿
劃

に
よ
り
て
之
を
分
つ
こ
ミ
困
．
難
な
り
ト
ラ
ン
ス
バ
イ
カ
ル
州
に
て

は
鉛
砂
黒
土
地
息
交
錯
し
蒙
古
の
ス
テ
ッ
プ
よ
り
漸
次
森
林
に
移

化
し
機
業
よ
り
は
牧
畜
盛
に
し
て
寄
薩
克
、
デ
リ
ヤ
ー
ト
及
・
び
三

下
會
肚
所
有
地
等
に
比
し
て
移
住
地
少
し
ア
ム
ル
沿
海
地
方
は
．
露

西
盗
，
こ
経
濟
事
構
を
異
に
し
且
つ
距
離
隔
絶
せ
る
も
移
佐
地
多
し

其
の
北
牛
は
鉛
砂
の
沼
澤
牲
森
林
、
南
牟
は
楢
及
び
釘
葉
棚
林
に
．

て
移
住
地
は
黒
龍
江
及
び
醤
比
利
亜
鐵
道
に
沿
ひ
て
存
す
黒
龍
江

の
中
流
に
沿
ひ
て
イ
ル
チ
ツ
シ
ユ
河
畔
に
於
け
る
ε
同
原
因
に
て

嵜
薩
克
部
落
あ
り
烏
蘇
里
河
畔
に
て
は
露
西
亜
人
移
佳
地
は
南
方

に
多
く
太
李
洋
崇
に
て
は
僅
に
小
河
流
の
河
口
に
顯
在
す
る
の
み

云
々
著
者
は
其
の
結
論
に
因
て
．
露
人
の
西
諺
利
亜
拓
殖
が
巳
に
行

詰
り
に
あ
る
を
評
し
て
臼
く
「
幽
き
河
床
中
に
暴
河
の
腕
々
た
る

を
兄
る
然
も
創
作
力
の
鋏
乏
は
既
の
古
き
河
床
中
よ
り
水
流
を
導

く
能
は
す
原
始
的
の
土
地
利
適
法
は
交
通
の
不
良
、
地
域
の
貰
漠

た
る
に
由
て
已
に
困
難
な
る
問
題
に
到
坐
せ
り
今
後
五
十
年
を
出

で
す
し
て
其
の
既
墾
地
は
利
盆
な
き
に
至
ら
ん
薄
れ
「
こ
も
西
薄
利

甑
に
は
爾
廣
κ
な
る
可
耕
地
あ
り
之
を
開
く
に
は
束
断
の
原
始
経

御
事
携
に
慣
れ
た
る
古
き
カ
に
代
ふ
る
に
新
鮮
な
る
カ
を
立
て
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
山
ハ
○
　
　
（
山
詞
四
山
ハ
）

ざ
る
べ
か
ら
す
交
通
網
の
作
製
は
特
に
璽
要
な
り
西
比
利
亜
の
回

付
的
養
達
に
易
し
て
エ
ニ
セ
イ
河
の
重
要
な
る
こ
ミ
は
特
に
東
部

西
漁
利
亜
が
政
治
上
孤
立
す
る
揚
蓋
に
於
て
看
過
す
る
能
は
す
近

世
の
工
手
は
恐
ら
く
は
近
く
之
を
利
用
し
て
カ
ラ
海
（
酉
金
利
亜

の
西
北
の
海
）
を
し
て
各
國
商
儲
の
寄
泊
す
る
前
壷
海
た
ら
し
む

る
な
ら
ん
し
一
こ
　
〔
下
田
〕

景

雲幸

　
　
　
　
⑳
一
一
一
國
遺
事
完
本
の
刊
行

　
三
國
韻
事
は
高
麗
の
元
宗
王
代
即
ち
我
が
島
式
天
皇
の
文
永
の

頃
に
普
畳
國
穣
｝
然
の
配
せ
し
者
に
し
て
其
害
泥
巻
主
ε
し
て
三

國
変
記
に
漏
れ
た
る
高
麗
百
濟
新
羅
の
遣
事
を
寵
し
王
氏
高
麗
時

代
の
事
に
及
べ
⇔
特
に
佛
教
に
聾
す
る
記
事
豊
富
に
し
て
海
東
高

俗
傳
の
如
き
朝
鮮
の
古
佛
平
門
が
僅
か
剛
分
断
の
み
し
か
嬉
ら
ざ

る
今
日
に
嘗
て
は
此
の
方
面
の
研
究
鶴
取
り
て
頗
る
貴
重
な
る
史

・
籍
な
る
の
み
な
ら
す
檀
訟
に
關
す
る
偉
説
を
記
し
駕
洛
國
記
を
牧



め
郷
歌
を
記
し
其
仙
異
聞
異
説
少
か
ら
ざ
る
を
以
て
三
國
史
記
ミ

共
に
朝
鮮
古
史
研
究
上
の
要
書
ミ
し
て
恰
も
我
が
古
事
記
ε
萬
葉

集
ざ
を
併
せ
た
る
加
き
重
要
な
る
地
位
に
置
か
る
べ
き
も
の
な
り

然
る
に
其
書
は
高
麗
末
若
く
ば
李
氏
朝
鮮
の
初
期
慶
州
に
覧
て
刊

行
せ
ら
れ
し
も
中
宗
王
正
徳
年
聞
（
我
が
後
栢
原
天
皇
の
御
代
）
冊

板
鋏
失
し
棚
本
の
傅
存
す
る
も
の
稀
少
ミ
な
り
し
ょ
り
夏
に
三
國

史
記
ε
共
に
雲
州
に
点
て
重
刊
せ
し
が
三
國
史
記
は
其
後
更
に
重

刊
の
事
あ
り
し
も
本
書
に
は
其
事
な
か
⇔
し
も
の
・
如
く
慶
州
の

邑
誌
な
る
識
量
難
記
の
府
藏
冊
板
目
に
は
本
書
の
名
あ
れ
さ
も
傳

本
朝
鮮
に
於
て
殆
曹
絶
え
僅
に
金
剛
山
の
菓
寺
に
て
蜜
蝋
牟
の
零

本
の
補
血
多
き
刊
本
｝
冊
を
嚢
腐
し
た
る
の
み
な
り
ミ
い
ふ
工
水

に
て
は
幸
に
文
藤
慶
長
役
の
聖
運
本
二
本
傳
存
し
一
は
尾
張
徳
川

公
厨
家
に
徳
は
り
鳳
は
養
安
院
奮
藏
の
も
の
紳
田
男
欝
家
に
傅
は

れ
り
爾
本
共
に
宣
徳
刊
本
に
て
七
葉
の
脱
葉
あ
り
白
紙
を
挿
入
す

る
よ
り
推
せ
ば
丈
藤
慶
長
以
前
に
於
て
甑
に
七
三
の
野
板
を
闘
迭
・

せ
し
も
の
な
り
明
治
三
十
七
年
東
京
帝
國
大
學
は
瀞
田
本
に
糠
り

て
本
書
を
校
刊
し
た
り
し
が
適
時
は
異
本
の
比
嘱
す
べ
き
も
の
な

か
り
し
を
以
て
七
葉
の
有
丈
を
補
ふ
に
田
な
く
且
つ
其
の
校
正
は

矯
到
ε
節
せ
ら
る
れ
、
さ
も
活
字
に
移
す
の
頗
る
困
難
な
る
も
の
を

　
　
　
第
六
巷
　
　
禦
　
　
　
報

活
綱
せ
る
爲
め
に
免
れ
難
き
刊
誤
あ
り
て
慧
憾
少
な
か
ら
す
其
後

績
藏
経
に
も
束
京
大
學
本
を
牧
め
近
年
京
城
に
於
て
も
印
鯛
に
附

せ
ら
れ
し
が
研
究
者
に
向
つ
て
何
等
の
新
し
き
利
盆
を
も
供
せ
す

東
京
大
學
木
は
再
板
の
校
正
本
の
稿
成
り
し
由
な
る
も
ま
だ
印
行

の
事
あ
る
を
聞
か
す
然
る
に
丈
學
士
今
西
龍
氏
近
時
市
井
に
於
て

偶
然
本
書
の
正
徳
刊
本
回
部
を
購
得
せ
ら
れ
た
る
に
こ
れ
に
は
徳

川
瀞
階
本
の
共
に
閥
逸
せ
る
七
葉
も
完
備
し
加
之
此
の
七
葉
中
に

は
檀
鴛
偉
設
に
關
し
秩
儀
に
蘭
し
將
叉
駕
洛
任
那
に
關
b
て
顔
る

貴
重
な
る
記
事
を
具
す
る
よ
り
今
属
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
に
於

て
鞭
績
拙
版
の
叢
書
の
中
に
加
へ
全
部
を
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
附
し

て
刊
行
せ
ら
脚
た
り
其
朝
鮮
古
史
の
研
究
に
御
盆
す
る
こ
ざ
蓋
し

鮮
少
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
右
は
大
學
所
要
の
部
藪
以
外
に
多
少
の
残

本
あ
る
由
な
れ
ば
希
望
者
は
同
學
部
事
務
室
に
申
込
ま
る
べ
し
ミ

い
ふ

翻
讃

史

會

例
會
　
去
る
六
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
集
會
揚
に
於
て

開
催
、
出
席
者
三
浦
喜
田
爾
教
授
、
奥
田
江
馬
魚
澄
中
村
下
川
鈴
木

古
鑓
の
諸
墨
士
、
岩
橋
島
田
六
入
部
中
村
井
川
勝
峯
末
岡
加
藤
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
一
六
一
　
（
六
四
七
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
彙
　
　
　
報

患
口
の
諸
潜
な
り
先
づ
京
都
大
襲
撃
學
部
國
史
研
究
霊
に
て
口
本
農

業
史
研
究
中
の
奥
田
學
士
の
講
演
に
始
り
次
に
喜
田
博
士
の
講
演

あ
り
十
時
過
散
見
せ
り

　
　
、
尾
彊
藩
の
地
割
制
度
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
學
士
　
奥
　
　
田
　
　
　
或
君

尾
張
藩
に
於
て
此
制
度
の
施
行
せ
ら
れ
し
村
鍬
、
地
薄
の
持
分
及

其
構
利
の
内
容
、
地
墨
の
方
法
、
地
割
の
豪
強
、
地
割
の
主
艦
、
地

割
施
行
の
役
名
、
地
割
費
用
の
負
櫓
等
の
一
回
に
付
て
古
綴
文
書

を
引
謹
し
て
詳
細
に
設
明
せ
ら
れ
、
　
地
割
の
原
因
に
驕
し
て
は

（
一
）
牧
野
氏
損
盆
均
分
説
（
二
）
小
野
氏
共
同
開
墾
読
（
三
）
耕
地
整

理
読
（
四
）
画
嚢
愛
換
に
依
る
租
親
負
耀
の
公
憤
設
の
内
第
二
説
を

推
照
し
、
次
い
で
此
制
度
の
弊
ε
し
て
土
地
の
細
分
、
農
地
交
叉
、

掠
馨
燧
業
、
二
毛
作
の
不
能
、
利
書
し
て
耕
地
整
理
、
共
真
心
の
酒

養
租
貌
負
搬
の
公
牛
を
纂
け
、
結
局
此
制
度
が
徳
川
二
代
に
適
慮

せ
る
も
の
な
る
事
を
以
て
結
ば
れ
た
り
。

　
一
、
濱
田
博
士
の
考
古
學
上
よ
り
見
た
る
九
州
の
古
代
民
族
を

　
　
　
護
む

文
學
博
士
　
喜
　
鶴
　
貞
　
吉
君

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
席
ハ
ニ
　
　
（
山
ハ
M
闘
八
）

史
学
雑
誌
所
載
濱
隅
博
士
の
論
文
に
博
士
が
獲
掘
の
慧
物
よ
の
ア

イ
ヌ
＄
日
本
入
嚇
こ
斗
組
「
こ
す
る
の
詮
に
賛
成
せ
る
を
駁
し
史
上
奈

良
朝
以
降
ア
イ
ヌ
を
俘
囚
こ
し
て
内
地
に
轄
じ
内
地
入
に
し
て
奥

羽
の
地
に
移
れ
る
者
決
し
て
少
か
ら
ず
斯
く
て
二
者
混
交
し
内
容

に
於
て
は
匿
別
な
く
唯
下
構
上
或
二
代
迄
内
地
の
者
は
大
和
民
族

奥
弱
の
者
は
ア
イ
ヌ
ε
せ
ら
れ
た
る
な
れ
ば
物
質
的
の
み
の
研
究

に
よ
り
て
爾
民
族
を
同
醗
一
こ
な
す
は
早
計
な
リ
ミ
謂
ふ
べ
く
嚴
に

涯
別
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
ε
論
告
さ
れ
た
り

囎
支
　
那
　
學
　
會

例
～
讐
　
去
る
六
月
十
日
午
後
七
時
よ
り
文
墨
部
第
六
教
室
に
て
開

催
狩
野
内
藤
桑
原
高
瀬
鈴
木
各
教
授
今
西
助
教
擾
以
下
卒
業
生
學

生
等
三
十
七
名
評
の
講
演
あ
り
午
後
十
時
散
逃
せ
り

　
一
、
支
那
古
代
の
奴
隷
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
文
墨
・
士
法
學
士
小
島
通
馬
鱈

奴
隷
は
古
く
は
奴
碑
こ
し
て
記
録
に
現
は
れ
其
の
來
由
は
俘
塵
、

刑
飴
の
入
、
負
債
贋
の
中
の
蘭
二
者
に
歯
る
者
多
く
左
傳
僖
公
二

十
八
年
、
史
記
貨
励
傳
に
其
の
記
事
あ
り
其
の
境
遇
は
何
れ
か
の



微
官
に
賢
聖
せ
ら
れ
た
る
こ
ミ
燭
禮
に
嫁
り
て
も
知
る
べ
「
く
君
臣

関
係
の
如
き
も
實
は
主
人
・
こ
奴
縁
S
の
關
係
の
嚢
讃
し
た
る
も
の

に
過
ぎ
す
ミ
解
き
て
奴
隷
斑
身
者
に
大
宮
を
出
だ
せ
し
こ
ミ
等
を

述
べ
ら
る

　
一
、
石
遺
勲
詩
話
を
讃
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
鈴
木
虎
雄
君

輻
建
侯
官
の
入
墨
術
字
は
淑
伊
號
は
石
門
の
名
を
知
り
し
は
孫
一

所
編
の
滋
一
同
光
四
朝
詩
史
に
於
て
初
ま
り
し
こ
ミ
よ
り
陳
氏
の

略
歴
を
紹
介
し
彼
の
兄
の
友
に
葉
大
当
、
梁
幽
券
、
陣
寳
探
あ
り
一

犬
光
絡
二
三
の
年
一
瓢
な
る
沢
之
洞
の
幕
中
に
在
り
て
沈
曾
植
、

鄭
一
一
、
梁
幽
券
等
・
こ
交
り
、
後
北
京
上
酒
街
の
秀
野
草
寸
話
に
回

し
て
天
下
の
名
士
ミ
誼
を
結
び
郷
に
蹄
臥
せ
る
こ
ミ
を
前
提
し
彼

の
詩
論
が
瀾
元
元
和
元
鮪
を
三
元
ミ
し
て
理
想
ミ
せ
る
も
實
は
宋

内
詩
を
宗
ミ
す
る
こ
唱
こ
を
詳
細
に
蓮
べ
ら
れ
、
石
難
室
詩
話
三
総
同

補
遣
一
巻
の
外
に
師
友
詩
録
、
全
閾
詩
録
、
旧
史
記
事
、
考
工
三
門

謹
の
著
あ
る
こ
、
こ
を
附
加
せ
ら
れ
た
り

醗
欧
　
米
　
史
　
界

第
六
巷
　
　
藥

　
逝
け
る
テ
オ
ド
ル
、
シ
ー
マ
ン
教
授
　
　
事
少
し
く
奮
聞
に
齢
す

れ
，
こ
も
猫
逸
史
界
の
一
誉
宿
日
ゲ
。
。
山
。
目
通
。
一
日
一
。
営
、
昌
爵
氏
本
年
一
月
二

十
｛
ハ
日
逝
去
せ
る
由
｛
塁
年
七
十
三
な
り
氏
は
多
年
伯
林
大
徳
・
の
～
止

数
授
ミ
し
て
束
敏
史
に
封
ず
る
澄
詣
顔
る
深
し
殊
に
露
西
亜
史
に

至
っ
て
は
世
界
的
の
樺
威
ε
構
す
べ
く
近
世
鍋
墨
の
内
治
外
交
に

就
き
精
緻
な
ゐ
研
鑛
を
積
め
る
黙
に
於
い
て
露
西
盈
國
民
史
家
を

溺
S
し
て
他
に
氏
ε
能
く
拮
抗
し
得
る
仁
者
を
観
ざ
る
な
り
其
名

著
○
霧
。
三
。
簿
。
力
霧
。
。
國
§
畠
賃
算
2
峯
。
ぎ
霧
H
。
。
・
切
α
。
は
氏
が
新
生

の
慈
蓄
を
傾
倒
せ
る
業
績
に
し
て
十
九
世
紀
前
知
に
於
け
ろ
露
西

亜
國
家
の
活
壌
な
る
勤
外
叢
展
に
伸
ふ
三
際
政
局
の
厩
枳
ざ
瞳
化

を
比
う
せ
る
國
内
有
識
階
級
に
促
迫
せ
ら
る
・
内
敏
改
革
問
題
の

委
曲
を
論
き
こ
の
時
期
に
封
ず
る
託
の
精
到
な
る
見
識
を
示
し
居

、
れ
り
オ
ン
ク
ン
盤
m
界
史
叢
蛮
田
中
に
W
弘
め
ρ
り
れ
た
る
　
O
o
8
び
附
9
溝
⑦

蜜
・
・
m
暫
盆
団
魯
葺
ρ
μ
琶
目
三
9
留
の
一
篇
亦
斑
の
代
表
的
蓮
作
の

一
ぐ
い
し
て
東
紮
ス
ラ
ヴ
民
族
突
研
究
者
に
ミ
リ
て
は
愈
卜
す
べ
き

好
著
ε
穗
す
べ
し
。
氏
は
一
八
四
七
年
七
月
十
七
B
バ
ル
チ
ツ
ク

海
に
面
せ
る
浮
忌
蝕
州
に
生
れ
d
◎
触
℃
筒
帥
及
び
O
O
銭
b
σ
q
碧
に
學

び
一
八
七
五
年
よ
り
雛
ぐ
ガ
巳
州
め
魯
ぼ
に
教
鞭
を
執
り
し
が
一

八
八
三
年
韓
じ
て
野
袋
§
猶
州
切
2
艮
市
の
古
文
書
調
査
の
任
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
山
ハ
一
ご
　
（
六
四
九
）



　
　
　
第
六
谷
　
　
會
　
　
　
報

當
れ
り
↓
八
八
七
年
に
至
り
遽
に
郷
國
を
去
っ
て
猫
逸
に
移
0
伯

林
大
學
に
史
學
を
講
じ
て
令
名
あ
り
齢
九
〇
〇
年
正
教
授
に
任
ぜ

ら
れ
以
て
命
日
に
及
べ
り
露
西
亜
史
に
回
す
る
も
の
以
外
侮
氏
の

公
に
せ
る
歎
種
の
著
蓮
世
に
聞
こ
え
房
り
就
中
か
の
近
代
猫
逸
史

界
に
於
け
る
俊
傑
ミ
樗
せ
ら
る
・
ト
ラ
ィ
チ
少
氏
の
繧
歴
を
知
ら

ん
ミ
す
る
人
士
に
鋤
し
絶
好
の
資
料
を
供
せ
る
H
室
・
三
9
タ

爵
。
冨
。
導
＄
謬
｝
”
コ
ぎ
幽
ノ
く
彗
畠
量
㌶
¢
の
一
書
最
も
興
味
を
惹
く
も

の
な
ら
ん
〔
植
村
〕會

，

報

　
　
　
醗
纂
　
編
　
除
　
書

　
昨
舘
以
來
本
誌
研
究
の
栞
欄
に
蓮
直
し
て
好
詳
暇
々
た
る
天
沼

博
士
の
「
目
本
古
建
築
研
究
の
栞
」
は
這
毅
博
士
外
遊
の
爲
め
姑
く

中
距
の
己
む
な
き
に
至
れ
る
を
以
て
本
號
よ
り
は
牧
學
士
の
「
歓

米
人
の
書
け
る
臼
本
史
の
栞
」
を
蓬
窮
す
る
こ
ミ
・
せ
り
猫
ほ
天

沼
博
士
は
早
朝
後
直
に
緻
績
執
筆
せ
ら
る
・
筈
な
り

第
四
號
　
　
　
　
一
｛
ハ
四
　
　
（
山
ハ
五
〇
）

　
　
　
璽
蘭
虫
　
働
　
静

　
　
　
　
　
入
　
　
　
會

京
都
帝
二
大
學
丈
畢
部
奥
學
科

同同同同
哲
學
科

同　
　
（
右
紹
介
者
、
井
紺
定
慶
）

京
都
市
上
京
廣
今
繊
川
上
ル
五
丁
目
櫻
木
町

　
　
（
右
紹
介
者
、
巾
村
喜
代
三
）

東
京
市
京
橋
簸
南
八
丁
堀
扁
ノ
一
四

　
　
（
右
紹
介
者
、
三
浦
凋
行
）

　
　
　
　
　
退
　
　
　
晶

群
岡
　
宋
吉

　
　
　
　
　
○
寄
贈
交
換
閻
書

突
購
雑
誌
　
　
　
　
三
二
の
七
、

入
類
學
雑
誌
　
　
　
三
五
の
＝
、
嚇
二

勝
峯
　
月
半
．

末
岡
畳
雄
、

加
藤
鐡
三
郎

佐
古
　
慶
三

左
藤
　
義
詮

塚
本
善
隆

藤
醍
　
儒
一

宮
崎
　
市
郎

史
　
　
學
　
　
會

東
京
早
鐘
畢
會



歴
史
地
理

考
古
墨
難
誌

國
墨
院
艦
誌

東
洋
哲
墨

経
濟
論
叢

六
條
學
報

佛
教
大
學
通
信
講
義

研
豫
史
談

三
八
の
二
、
　
　
　
日
水
歴
史
地
理
墨
會

二
の
＋
こ
、
　
　
　
考
古
學
倉

二
七
の
六
、
七
、
八
　
　
　
　
國
㈱
翠
院
大
…
學

二
八
の
七
、
　
　
　
　
東
洋
大
學

十
三
の
二
、
三
　
京
都
帝
國
大
墨
経
濟
．
學
會

二
三
六
、
二
ご
　
七
、
　
　
　
一
佛
　
数
　
　
大
　
　
騒
＋

一
の
九
、
　
　
　
　
　
佛
敏
大
學
出
版
部

二
六
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酎
伊
仙
稼
史
談
余
日

漸
潟
縣
西
頸
城
郡
史
料
展
覧
會
陳
列
品
町
村
別
目
録

罰
紀
念
絡
葉
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

余翫1

第
六
巷
　
　
罪

報

轄叩

l
號
　
　
　
一
山
ハ
五
　
（
六
五
…
V


